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R e d S i d e l 1代l lイ ,,,) 1,是を.ぃ た一ん が

近代日本の礎を築いた
一 :

l

角、雷庫、小銃庫など旧海軍関連の施設をはじめトンネルや橋脚などの生活基盤まで、

舞鶴では日本が近代化を進めていくための礎としてさまざまな赤れんが建造物がっくられました。

それから100年余りの時を経た今もなお舞鶴にはその近代化遺産が数多く残され、

当時の「ハイカラ」を感じさせるまちなみが続きます 。

、l - ・



〇

J

R

東

舞

鶴

駅

時
を
刻
む
赤
れ
ん
が

近
代
化
へ
と
歩
む
明
治
の
息
吹
が

1
0
0
年
余
り
の
時
を
経
て
現
代
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た

。

明
治
・
大
正
の
浪
漫
が
棄
る

口
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト

日
本
遺
産
認
定

一〇

北

吸

ト

ン

ネ

ル

鎮
守
府

横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴

～
日
本
近
代
化
の
躍
動
を

体
感
で
き
る
ま
ち
～

⑥

自

衛

隊

桟

赤れんがパー ク

⑤
ま
い

づ

る

智

恵
蔵

③
赤
れ

ん

が
博

物
館

青
い
海
が
広
が
る
舞
鶴
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
口
ン
ト
（旧

海
軍
舞
鶴
鎮
守
府
一
帯
）
。そ
の
一
角
を
赤
く
染
め
あ

げ
、美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
る
場
所
が
あ
り
ま

舞鶴赤れんがパー ク上空からの景色

す

。そ
れ
が
「舞
鶴
赤
れ
ん
が
パ
ー

ク

」と
呼
ば
れ
て

い
る
ェ
リ
ア
で
す

。こ
の
ェ
リ
ア
に
は
1
9
0
1
（
明

治
34
）
年
の
舞
鶴
一一一環
・

f一」府
開
庁
に
あ
わ
せ
て
多
く

の
赤
れ
ん
が
づ
く
り
の
海
軍
倉
庫
が
集
中
し
て
建

て
ら
れ
、今
も
12
棟
が
残
つ
て
い
ま
す

。こ
の
「舞
鶴

赤
れ
ん
が
パ
ー

ク

」以
外
に
も
、
舞
鶴
東
地
区
に
は

官
舎
や
造
船
所
な
ど
、
さ
ま
さ
ま
な
旧
海
軍
施
設

が
点
在
し
て
お
り
、ま
る
で
明
治
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
、レ
ト
口
で
口
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
ま
ち
な
み
が
続
き
ま
す

。夜
、ラ
イ
ト
ァ
ッ
プ
さ
れ

た
赤
れ
ん
が
や
、雪
が
積
も
る
絵
本
の
世
界
の
よ
う

な
赤
れ
ん
が
な
ど
、時
間
や
季
節
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
が
楽
し
め
る
の
も
舞
鶴
な
ら
で
は
の
特

長
で
す

。

近
年
で
は
、ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
イ
ぺ
ン
ト
や
ア
ー
ト
ス

ぺ
1
ス
と
し
て
の
活
用
な
ど
、歴
史
遣
産
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、味
わ
い
や
趣
を
持
つ
た
空
間
と
し
て

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

。

〇海軍ゆかり満喫 コ ー ス
海軍ゆかりの港まちと赤れんがパークをめぐるルート。

②

遊
覧
船
で
舞
鶴
湾

〇

J

R

東

舞

鶴

駅

赤れんが2号棟
(舞鶴市政記念館)

アート・展示スペースとして、

l日海軍倉庫をリニューアル

国の重要文化財に指定されている倉庫群のひ
と っ。明治35年の建設当日寺はl日海軍兵器廠
予備艦兵器庫でしたが、 今は展示スペー スや
ホ ー ル、海軍ゆかりメニュ ー を楽しむことが
できるカフェを備え、人々の交流の場となっ

てぃます。

〇営業時間/9:0 0 ̃ 1 7:00
(夜間利用の場合は22:00)

〇休館日等、詳細はP .30参照
〇間い合わせ/0773-66-1096

近
代
国
家
と
し
て
西
欧
列
強
に
渡
り
合
う
た
め
、

海
防
力
を
備
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
明
治
期

の
日
本

。軍
港
と
し
て
ふ
さ
わ
し
ぃ
良
港
四
ケ

所
を

選
び
、
海
軍
一一環
・一・t
・・・
府
を
開
庁
し
ま
し
た

。

静
か
な
農
・一一E一
村
で
あ
っ
た
四
市
は
、
海
軍
機
関
と

共
に
、

水
道
・
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に
整

備
さ
れ
た
近
代
的
な
軍
港
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た

。

百
年
を
超
え
た
今
も
現
役
で
稼
働
す
る
施
設
が

多
く
、
ど
こ
か
懷
か
し
く
も
た
く
ま
し
ぃ
、
人
々

を
ひ
き
っ
け
て
ゃ
ま
な
い
魅
力
に
満
ち
て
ぃ
ま
す

。

こ
れ
ら
、
日
本
の
近
代
化
を
力
強
く
支
え
た
旧

軍
港
四
市
の
歴
史
に
基
づ
く
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遣

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

旧軍港四市の連携



R e d S i d e 近代日本の礎を築いた赤れんが,

赤れんが3号棟(まいづる智恵蔵)

明治後期の雰囲気を
忠実に再現

明治35年に砲競庫として建てられた赤れんが倉庫を

そのまま利用した展示工リア。瓦屋根や木枠ガラス窓

なども当時の設計図を基に忠実に復元してぃます。

入り口にある丸型ボストには郵便物を投画することが

できまl1-;。
〇営業時間/9:00̃17:00
◎休館日等、詳細はP .30参照
〇問い合わせ/0773-66-1035 さまさ-まなぉ土産が並ぶ赤レンガショップ

赤れんが4号標(赤れんがエ房)
明治35年に旧海軍の兵器庫として建設された1lli庫が創作工房やス

タジオ等を備えたものづくり拠点として生まれ変わりました。また、結婚

式や コンサー ト 、 セ ミ ナ 一会場としても利用されています,

赤れんが5号棟(イベントホール)
大正7年にl日海軍の水雷庫として建設された倉庫を多目的ホールと

して整備しました。また、海自カレー を楽しむことができるカフェが

設けられています.

い
る
ほ
か
、
舞
鶴

の
歴

史
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
も

有
し
て
ぃ
ま
す

。

ほ
か
に
も
、
鉄
骨

れ
ん
が
造
り
と

し
て
は
日
本
最

古
級
の
建
造
物

と
し
て
知
ら
れ
る

「旧
海
軍

兵
器

海軍の魚雷庫として使用されていた当時の赤れんがt専物館

ル
を
互
い
に
真
ん
中
で
半
分

に
切
断

。ふ
た
つ
を
つ
な
ぎ

あ
わ
せ
て
つ
〈
つ
た
、い
わ
ゆ

る
「;-l-
情
の
メ
ダ
ル

」の
賀
料

も
「舞
鶴
市
政
記
念
館

」に

常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

。

歴
史
を
学
び
、未
来
を
見
つ
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ぺ
1
ス

一一理
・
f
t
-
・

府
開
庁
か
ら
1
0
0
年
余
り
の
時
を
経
た
現

在
、
倉
庫
の
い
く
っ
か
は
改
修
さ
れ
、博
物
館
や
記

念
館
と
し
て
新
た
な
命
を
吹
き
込
ま
れ
、現
代
に
よ

み
が
え
っ
て
い
ま
す

。そ
の
な
か
で
も
「旧
海
軍
兵
器

廠
予
備
艦
兵
器
庫

」だ
っ
た

「舞
鶴
市
政
記
念
館

」

は
、
現
在
で
は
展
示
ス
ぺ
1
ス
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て

舞
鶴
か
ら
う
ま
れ
た

「友
情
の
メ
ダ
ル
」

昭
和
11
年
の
ぺ
ル
リ
ン
五
輪
で
、
舞
鶴
出
身
の
棒
高
跳

び
選
手
・
大
江
季
雄
が
鋼
メ
ダ
ル
を
獲
得

。そ
し
て
先
輩

の
西
田
修
平
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た

，そ
の
メ
ダ

◎
舞
鶴
な
る
ほ
ど
コ
ラ
ム

廠
魚
形
水
雷
庫

」は
「赤
れ
ん
が
博
物
館

」と
し
て

再
生

。さ
ら
に

「旧
海
軍
兵
器
廠
弾
丸
庫
並
小
兢

庫

」は
「ま
い
づ
る
智
恵
蔵

」と
し
て
再
生
、当
時
の

中
舞
鶴
線
の
鉄
道
模
型
な
ど
を
展
示
し
て
ぃ
る
ほ

か
、
2
階
は
舞
鶴
の
歴
史
ギ
ャ
ラ
リ
I
へ
と
そ
の
姿

を
変
え
て
、舞
鶴
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

。



舞
鶴
に
は
日
本
の
近
代
化
を
さ
さ
え
た

レ
ト
ロ
な
橋
や
建
物
、ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
す

。

舞
鶴
に
数
多
く
残
る
赤
れ
ん
が
の
風
景

。ト
ン
ネ
ル

や
橋
を
中
心
に
、
日
本
が
近
代
化
す
る
上
で
整
備
さ

れ
た
生
活
基
盤
施
設
な
ど
が
1
2
0
件
以
上
も
存

在
し
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。文
明
開
化
か
ら
戦
前
・
戦
後
と
日
本
の
近

代
化
を
さ
さ
え
て
き
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
、ま
さ
に

日
本
の
発
展
の
足
跡
だ
っ
た
、と
い
う
わ
け
で
す
。

旧北吸浄水場配水池

明治34年から大正期にかけて旧海軍のフ」'( 道 施 設 が

建設されました。アーチ状にれんがが積まれてぃるな

ど、意匠的にも貴重で、国の重要文化財に指定され

ています,

［

画
建
造
物

新
し
い
時
代
を
つ
く
る
と
い
う

希
望
に
満
ち
た
舞
鶴
の
人
々
の
熱
気
が

近
代
日
本
の
点
景
を
築
き
ま
し
た
，

日
本
海
側
で
唯
一
の
軍
港
都
市

。そ
れ
が
舞
鶴
に
さ

ま
ざ
ま
な
赤
れ
ん
が
建
造
物
が
残
る
最
大
の
理
由

で
す

。造
船
所
を
は
じ
め
倉
庫
群
や
砲
台
、
そ
し
て

れ
ん
が
を
つ
く
る
た
め
の
案
な
ど
、
多
く
の
人
々
が

こ
こ
舞
鶴
の
地
で
懸
命
に
働
き
、そ
の
結
果
、現
在

の
舞
鶴
に
広
が
る

「赤
れ
ん
が
の
風
景

」を
つ
く
り

だ
し
た
の
で
す

。

ジャパンマリンュナイテッド第2電気工場

かつては海軍工商として5区逐艦などを建造してい

ました。工場の敷地内には、数多くの近代化遺産

が残つており、いずれも工場や倉庫等として現役

で使用されています。 (非公開)

j

:
j

:
j

:
j

:
j

1
:
i

-
i

-
i

-
i

前

一一-一-一-一-
:

-
:

-
:

-
:

-
:

明

一-一-一-一-一商
一 :
-
:

-
:

-
:

-

一田

一一一一-一-一一ン

f

一-一-一-一-一一n
:

- :
:

，
--
--
- :
:

，
--
--

-

一:-:
-
:

-

:

二一 :

董
一

一 :

一 :

一 :

一 :

一商
一一一一一一一一一一a

一 :

一 :

一 :

一 :

一。利
一一一一一一一一一利

E一，一イ
一二，
E一M一

f盤

n
易

-l
，

量

神崎ホフマン窯

れんが製造のために建造された窯 。連続焼成が

可能なホフマン案は、現在日本で4基しか残つてぃ

ない貴重な産業遺産で、 国の登録有形文化財に

も登録されています,



R e d S i d e 近代目本の礎を築いた赤れんが,

「舞
鶴
線

」と
「軍
港
引
込
線

」（後
の
中
舞

鶴
線
）は
、
舞
鶴

望
f
府
へ
の
資
材
輸
送
を

主
な
目
的
と
し
て
設
営
さ
れ
た
鉄
道
路

線

。こ
れ
ら
の
鉄
道
は
山
間
部
を
通
る
た

め
、
数
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
ま
し

た

。な
か
で
も
「北
吸
ト
ン
ネ
ル

」は
、国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

。

ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
未
来
を
求
め
て
。

山
を
超
え
、
海
を
渡
り
時
代
の

光
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

清道トンネル(明治37年

自鳥トンネル(明治37年) 第一真倉トンネル(明治37年)

第
六
伊
佐
津
川
橋
梁

一

国
ト
ン
ネ
ル

明治37年、軍港引込線として設けられた、れんがづくりのトンネルc

北吸ト 、一' ル、
明治37年建設,トンネルの坑門や側壁は、れんがの長辺と短辺を交互に積み上げるイギリス積みが用いられ

ています,当時は鉄道が走つてぉり、海軍施設の物資運搬などに使用されていました,現在は自転車・歩行者

道路として活用.美しいアーチ型のトンネルを« ゛れば、当時のノスタルジックな世界を味わうことができます.

第五伊佐津川橋梁 (十倉・京田、伊佐津川) 明治37年

清渠(真倉、一本杉踏切近く) 清渠(円満寺、アーチ

西
か
ら
東
へ
、北
か
ら
南

へ
。人
を
乗
せ
、

物
を
運
ん
だ
1
0
0
年
は
日
本
の
成
長

と

き

を
見
つ
め
た
時
代
で
し
た
。

鉄
道
の
橋
梁
か
ら
ま
ち
を
つ
な
ぐ
道
路
の
橋
脚
ま

で
、
今
も
昔
も
生
活
に
欠
か
せ
な
ぃ
橋

。明
治
時
代

に
造
ら
れ
た
赤
れ
ん
が
を
用
い
た
橋
は
、
近
年
そ
の

姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
舞
鶴
市
内
で
は
い
ま

だ
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す

。貴
重
な
赤
れ
ん
が

の
橋
の
姿
を
求
め
て
、
鉄
道
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
全
国

か
ら
訪
れ
る
人
も
少
な
く
な
ぃ
と
い
い
ま
す

。

国
橋
脚

大内・上安クl.・伊佐津川) 明治37年
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青色のハンカチを振つて見送り

京都舞鶴港 (西港) 第 2 ,、i、頭に停泊する コスタ ネオ口マンチカ

舞管島小町足商り子隊によるパフォ ー マンス



B l u  e S i d e 交流の1g定,を開いた 1

コンテナ船とバルク船が2隻同時l潜岸する舞鶴国際 、1lll

国
と
国
、
人
と
人
と
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

赤
れ
ん
が
と
対
照
的
な
舞
鶴
を
象
徴
す
る
も

う
一

つ
の
色

。
そ
れ
は
、

海
と
空
の
青
色
で

す

。
港
ま
ち
と
し
て
の
舞
鶴
の
歴
史
は
、
縄
文

の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

。
お
よ
そ

5
3
0
0
年
前
の
丸
木
舟
が
浦
入
遣
跡
か
ら

出
土
し
た
こ
と
で
、
こ
の
地
が
絹
文
時
代
か

ら
海
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
を
広
く
知

ら
し
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。
以
降
、

廻
船

て
お
り
定
員
4
0
0
0
人
を
超
え
る
大
型
客

船
や
一一家
一準一な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
船
な
ど

一ハ
ラ
一
，-

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す

。
従
来
、
舞
鶴
や
京
都

府
北
部
地
域
を
観
光
す
る
た
め
に
立
ち
寄
る

「寄
港

」
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

舞
鶴
を

「発

着

」
す
る
ク
ル
ー

ズ
が
多
く
を
占
め
る
よ
う

に
な
る
な
ど

見
せ
な
が
ら

時
代
と
と
も
に
多
様
な
顔
を

現
在
に
至
つ
て
い
ま
す

。

問
屋
が
栄
え
る
商
港
と
し
て

あ
る
い
は
新

鮮
な
魚
介
類
が
あ
が
る
色

港
と
し
て
、
鎮
守

府
が
開
庁
さ
れ
た
軍
港
と
し
て
、

戦
後
は
引

場
港
と
し
て
も
有
名
で
す
c

京
都
舞
鶴
港
に

は

近
年
多
く
の
ク
ル
ー

ズ
客
船
が
入
港
し

京部舞鶴港(東港) 舞鶴小樽(北海道)を結ぶ新日本海フェリ ー

自衛llll;l1l1橋とジャパンマリンユナイテッド
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クレインブリッジ
海に舞い降りた二羽の鶴を思わせる

日本海側最大級の斜張橋

舞鶴湾にかかる日本海側最大級の斜張精。全長735m、フ」,(面からの高さは

95mにもなります。二羽の鶴をイメージしてっくられ、ライトアップされた風景

は、とても幻想的です。

舞
鶴
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
標
高

3
0
1
m
の
高
さ
を
誇
る
五
老
岳

。

そ
の
頂
上
に
そ
び
え
る
高
さ
50
m
の

展
望
タ
ワ
ー

、
そ
れ
が
五
老
ス
カ
イ

タ
ワ
ー
で
す

。展
望
室
か
ら
は
、
美
し

く
広
が
る
リ
ア
ス
式
海
岸
の
舞
鶴
湾

と
舞
鶴
市
内
が
一
望
で
き
、3
6
0
度

パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す

。こ

こ
か
ら
の
眺
め
は

「近
畿
百
景
第
1

位

」に
選
ば
れ
て
ぉ
り
、
迫
力
満
点
、

見
応
え
充
分
の
景
色
で
す
。

「近
一

畿
百
景
第
1
位

」に
選
ば
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
は
圧
巻

五
老
ス
カ
イ
夕
ワ
ー

配



B i u e S i d e 交流の1g定,を開いた 1

12

海軍ゆかりの港めぐり遊覧船
赤れんが1専物館東側の北吸赤れんが桂橋から、土・日・祝目、4便

の遊覧船が出航します。自衛隊樓橋に停泊する自衛艦などを間近

に見る追力一杯の景色を楽しめます,約30分の船11lllで、舞鶴なら

ではのぺイサイドビ.コ,一を堪能ください。

出航時間/①11:00 (2、'12:00 ③13:00 ④14:00
運航日/3月中旬̃11月の土・日・祝日、

ゴールデンウィーク、お盆

料 金/大人(中学生以上)1 .300円、

小人(3歳̃小学生)700円

〇間い合わせ/舞鶴赤れんがパー ク遊覧船窓口
10:00̃17:00 090-5978-8711

〇団体予約・
団体間合せ/合同会社まぃづる広域観光公社

9:30̃17:00(日・;況休業) 0773-77-5400

舞鶴湾の入口・千歳地区にある海、1合いに整備され

た公園,海的りを楽しむほか、レストランIムズデ

リでは行き交う船を眺めながら、お食事や自慢の

スイ ー ツを。また、船舶型ミュ ー ジァム「エル・マ ー

ルまいづる」ではプラネタリウムも楽しめます,,l 〇問い合わせ/

レストラン「工ムズテ'リ」(海釣護岸・公園管理含む)
0773-68-1090

エル・マールまいづる0773-68-1090

日本初の海上プラネタリウムも楽しめる船舶型ミュージアムが係留されるシーパーク

舞鶴親海公園



海上自衛隊舞鶴地方総監部大講堂

20
世
紀
が
幕
を
開
け
た
1
9
0
1
（
明

治
34
）年
10
月
1
日
、
舞
鶴
鎮
守
府
が
開

庁

。そ
の
初
代
司
令
長
官
に
任
命
さ
れ
た

の
が
、
当
時
海
軍
中
将
、
後
の
日
本
海
海

戦
で
そ
の
名
が
国
際
的
に
知
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
東
郷
平
八
郎
で
し
た

。赴
任
1

年
後
の
舞
鶴
町
忠
魂
碑
の
除
幕
式
で
東

郷
は
ち
ょ
う
ど
来
港
し
て
ぃ
た
艦
隊
旗
艦

「初
瀬

」の
軍
楽
隊
に
西
洋
音
楽
を
演
一要

さ
せ
、
数
千
人
の
参
会
者
を
驚
か
せ
ま
し

た

。ま
た
自
分
の
娘
を
中
舞
鶴
の
小
学
校

ま
で
地
一
兀

の
学
友
ら
と
と
も
に
従
歩
で
通

わ
せ
て
い
た
と
ぃ
う
ェ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
舞

鶴
に
根
づ
き
、一
般
の
人
々
と
も
気
軽
に
交

流
を
深
め
よ
う
と
す
る
、
気
さ
く
で
進
歩

的
な
人
間
像
が
う
か
が
わ
れ
ま
す

。

1
9
0
1
年
、舞
鶴
鎮
守
府
の
開
庁

と
と
も
に
初
代
':

一

--
令
長
官
と
し
て

赴
任
し
た
舞
鶴
で
の
2
年
間

3



東
郷
邸
（m

富
M前

）

東
郷
平
八
郎
が
舞
鶴
鎮
守
府
初
代
司
令

長
官
と
し
て
2
年
過
ご
し
た
官
舎
跡
。

東
郷
平
八
郎
初
代
司
令
長
官
が
過
ご
し
た
い

わ
ゆ
る
司
令
長
官
官
舎

。東
郷
が
去
つ
た
の

ち
も
歴
代
司
令
長
官
官
舎
と
し
て
終
戦
ま

で
使
わ
れ
ま
し
た

。こ
の
建
物
の
ペ
ー
ス
は
木

造
平
屋
建
て
で
す
が
、一
部
洋
館
づ
く
り
に
も

な
っ
て
お
り
和
洋
折
衷
の
様
式
で
っ
く
ら
れ

◎見学時間/10:0 0 ̃ 1 5:00 最終受付時間14:45
〇公開日/第1日曜日
〇間い合わせ/
海上自衛隊舞鶴地方総監部広報係0773-62-2250

ま
し
た

。

そ
の
後

、

現
在
は
舞

鶴
地
方
総

監
部
会
議

所
と
し
て

海
上
自
衛

隊
に
移
管

さ
れ

て
ぃ

ま
す

。

海
軍
記
念
館

昭
和
8
年
に
建
造
さ
れ
た
旧
海
軍
機
関

学
校
大
講
堂
。お
よ
そ
2
0
0
点
に
の
ぼ

る
旧
日
本
海
軍
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
。

1
9
6
4
年
（
昭
和
39
年
）に
舞
鶴
地
方
総

監
部
大
講
堂
の
一
部
を
利
用
し
て
設
置
さ
れ

た
資
料
館

。初
代
司
令
長
官
・
東
郷
平
八
郎

を
は
じ
め
、旧
日
本
海
軍
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
が
お
よ
そ
2
0
0
点
余
り
展
示
さ

れ
て
ぃ
ま
す

。も
と
も
と
は
自
衛
隊
員
の
教

〇見学時間/10:0 0 ̃ 1 5:00 最終受付時間14:45
0,土・日・祝のみ(団体の場合は、2週間前までに要予約)
◎問い合わせ/
海上自衛ll1l1舞鶴地方総監部広報係0773-62-2250
1l1l練等の都合で見学出来ない場合もあります。

育
施
設
で

し
た
が

、

歴
史
を
考

え
る
貴
重

な
資
料
館

と
し
て
一

般
見
学
者

も
数
多
く

来
館
し
て

い
ま
す

。

自
衛
隊
桟
橋

迫
力
満
点
の
護
衛
艦
が
停
泊
す
る

旧
海
軍
の
ま
ち
・
舞
鶴
の
必
見
ス
ポ
ッ
ト
。

目
本
遺
産
構
成
文
化
財

国
道
27
号
線
沿
い
に
見
ら
れ

る
自
衛
隊
桟
橋
。最
新
鋭
の

護
衛
艦
な
ど
が
停
泊
し
て
ぉ

り
、
そ
の
迫
力
を
目
の
当
た

り
に
で
き
ま
す
（
土
・
日
・
祝
の

み

。た
だ
し
、訓
練
等
の
都
合

で
見
学
が
出
来
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
）
。

〇見学時間/10:00̃15:00 最終受付時間14:45
〇土・日・祝のみ(団体の場合は、2週間前までに要予約)
〇間い合わせ/
海上自衛隊舞鶴地方総監部広報係0773-62-2250

南
へ
北
へ
、西
へ
束
へ
。

舞
鶴
の
通
り
を
軍
艦
が
通
る
?

「富
士
」「八
島
」「敷
島
」「朝
日
」「初
瀬

」そ
し
て

「三
笠
」。

一
般
的
に
こ
れ
ら
は
軍
艦
の
名
前
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

じ
つ
は
す
べ
て
舞
鶴
市
内
を
東
西
に
走
る
通
り
の
名
前
で
も
ぁ

る
の
で
す

。
ち
な

・
◆

み
に
中
心
街
か
ら

S
商

」
前
A

三

離
れ
た
I
リ
ァ
に
は

島
E

'

n
一a

り

島

一
一．-一
り

「吾
妻

」「出
雲
」

八
Y

能

敷
動

能

「浪
速
」
な
ど
巡

◆

八

lr

敷

洋
艦
の
名
前
を
冠

-

し
た
通
り
も
あ
り

り
e-

=
=

、田
L

H
．生一 f

り

名
に
注
目
し
て
み

朝

流

lr

る
の
も
、
舞
鶴
の

f
-
-
:

み

一 :

、前

f

、

af

・

市
街
地
の
景
観
も

瀬
?

A
． a一M一
り

量
商

aa

り

日

=
「-構

成

初
田

-
流

三
'M

一流

文
イ
財
で
す

l◆
初

-
三

舞鶴地方総監部第一庁合

昭和5年に建造された旧海軍機関学校

庁舎は現在も自衛隊の施設として活躍
当時の最新技術を駆使して建言又された旧海軍の機関学校。

戦後、米軍により白く塗装されてぃましたが、平成14年に当

初の姿に復元されました,

平
成
29
年
12
月
に
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
が
選
定
す
る

「日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選

」に
、
東
海
道
新

:

幹
線
や
青
画

ト
ン
ネ
ル
等
と
並
ん
で

「舞
鶴
の
海
軍
施
設
と
都
市
計
画

」が

選
ば
れ
ま
し
た

。

「舞
鶴
の
海
軍
施
設
と
都
市
計
画

」は
、
旧
海
軍
の
赤
れ
ん
が
建

造
物
や
要
塞
、
陸
道
、
橋
梁
、
水
道
施
設
と
ぃ
っ
た
施
設
、
軍
港

部
市
の
歴
史
を
伝
え
る
格
子
状
の
街
路
を
構
成
資
産
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
軍
港
都
市
と
い
う
20
世
紀
に
登
場
し
た
都
市

景
観
と
し
て
、
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た

。
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◎舞鶴港引揚物語

舞鶴物話 ̃其の 式̃

そ の 時、 こ の 場 所 で、 歴 史 は 動 し、た。

一再 会の ま -ち' 舞 鶴一

「岸壁の母」の歌とともに全国に引き楊げのまちとして知られる舞鶴。

昭和20年の終戦以来、66万余人の引揚者と1万6千柱の遺骨を迎え入れてきました。

その歴史を残そうと、桟橋を平成6年に復元。

当時の喜びと悲しみのドラマがよみがえってくるようです。

，/
，一

-
．f-

-
一・ '-
・一，J

．一，
．
-

1

、

一一
一

一一-
・

・

昭
和
20
年
8
月
15
日
、第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結

し
旧
満
州
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半

島
、
樺
太
、フ
ィ
リ
ピ
ン
や
グ
ァ
ム
、サ
イ
パ
ン
な
ど
に

軍
人
・
軍
属
、
民
間
人
な
ど
約
6
6
0
万
人
の
日

本
人
が
残
さ
れ
て
ぃ
ま
し
た

。こ
れ
ら
多
く
の
人
々

が
祖
国
へ
帰
国
し
た
こ
と
を
「引
き
揚
げ

」と
ぃ
い
ま

す

。舞
鶴
、
浦
賀
、
佐
世
保
、
博
多
な
ど
10
港
が
引

揚
者
を
迎
え
る
港
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た

。

舞
鶴
港
は
主
に
、
旧
満
州
や
朝
鮮
半
島
、旧
ソ
連
か

ら
の
引
揚
者
を
受
け
入
れ
る
港
と
し
て
10
月
7
日

に
最
初
の
引
揚
船
「雲
仙
丸

」を
迎
え
ま
し
た

。

一
方
で
、
旧
ソ
連
に
連
行
さ
れ
た
軍
人
・
軍
属
や
一
部

の
民
間
人
は
帰
国
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
極
寒
の

シ
ぺ
リ
ァ
で
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
多
く
の
命
が

犠
-

-一一一一と
な
り
ま
し
た

。旧
ソ
連
か
ら
の
引
き
揚
げ
は

昭
和
21
年
に
よ
う
や
く
開
始
さ
れ
約
46
万
人
も
の

方
々
が
苦
難
の
末
に
舞
鶴
へ
帰
国
の
第
一
歩
を
踏
み

し
め
、家
族
と
感
動
の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た

。

昭
和
25
年
以
降
は
国
内
で
唯
一
の
引
場
港
と
な
り
、

昭
和
33
年
ま
で
の
13
年
間
に
迎
え
た
引
揚
者
は
お

よ
そ
66
万
人
。

心
身
と
も
に
疲
れ
き
っ
た
引
揚
者
を
舞
鶴
市
民
は

「お
帰
り
な
さ
い
-

・

ご
苦
労
様
で
し
た
-

・

」と
声
を

か
け
大
き
く
手
を
振
つ
て
迎
え
ま
し
た

。ま
た
、ふ
る

さ
と
へ
向
か
う
列
車
に
乗
る
引
揚
者
に
お
茶
や
ふ
か

し
た
芋
な
ど
を
ふ
る
舞
う
な
ど
、
心
づ
く
し
の
お
も

て
な
し
は
多
く
の
引
揚
者
に
感
激
さ
れ
ま
し
た

。

5



登録資料『自i華日誌』

ノー ト代わりに白i華の皮を使い抑留中に書いた歌日記,

〇開館時間/9:0 0 ̃ 1 7:00(入館は16:30まで)
〇休館日等/毎月第3木曜日(8月と祝日除<)

年末年始(12/29̃1/1)
〇入館料/一般300円、 学生150円

(赤れんが博物館と共通券あり)
※2020年4月1日から一般料金が

400円になります。
〇間い合わせ/0773-68-0836

引
場
記
念
館
は
昭
和
63
年
、

多
く
の
引

場
者
が
祖
国
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
し
め
、

人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
を
切
つ
た
舞
鶴
市

平
の
地
に
開
館
し
ま
し
た

。引
き
揚
げ
と

シ
ぺ
リ
ァ
抑
留
の
史
実
を
後
世
に
伝
え
、

平
和
の
尊
さ
を
世
界
に
発
信
す
る
拠
点

と
し
て
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
1
万
6

千
点
の
貴
重
な
資
料
を
収
蔵
し
て
ぃ
ま

す

。そ
の
中
か
ら
5
7
0
点
の
資
料
が
平

成
27
年
10
月
10
日
に
世
界
的
な
重
要
性

が
認
め
ら
れ
ュ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
開
館
30
年
を
迎
え
た
平
成
30
年

4
月
に
企
画
絵
画
展
示
室
や
抑
留
生
活

体
験
室
を
新
設
し
ま
し
た

。抑
留
生
活

を
再
現
し
た
空
間
で
、当
時
の
モ
ノ
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
平
和
学
習
に
向
い
て

い
ま
す

。展
示
室
に
は
語
り
部
が
常
駐
し

て
い
ま
す

。

抑留生活体験室

港 の  ま ち 舞 鶴 の 原 風 景 を  た ず ね て

1 6

浦入造跡出土丸木舟市指定文化財

ュ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録

舞
鶴
引
揚
記
念
館

漁港や運河など、音ながらの情緒ある漁師町。

吉原入江
伊
佐
津
川
河
口
吉
原
地
区
は
、
音
な
つ
か
し

い
海
辺
の
風
景
を
今
に
残
す
漁
師
町
で
す

。

岩
波
稲
荷
神
社
を
入
り
口
に
、
河
口
に
向

か
っ
て
吉
原
入
江
や
伊
佐
津
川
沿
い
に
は
水

無
月
神
社
や
か
ま
ぼ
こ
工
場
、
さ
ら
に
は
映

画

「二
ワ
ト
リ
は
ハ
ダ
シ
だ

」や
映
画

「ぼ
く

ん
ち

」の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
銭
湯
な
ど

「水

辺
の
下
町

」と
も
い
う
べ
き
、
漁
師
町
な
ら
で

は
の
情
緒
豊
か
な
ま
ち
な
み
が
続
き
ま
す

。

ゆ
っ
た
り
し
た
時
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

の
ん
び
り
と
、
ぶ
ら
り
散
歩
す
る
の
が
楽
し

く
な
る
吉
原
地
区

。運
河
の
よ
う
に
街
の
中

を
船
が
行
き
交
う
姿
は
、

こ
の
地
区
な
ら
で

は
の
風
景
で
す

。

吉原入江(水無月橋付近



〇間い合わせ/
田辺城資料館0773-76-7211
1休館日等、詳細まP .30参照)

細
川
幽
斎
は
実
の
父
が
室
町
幕
府
第
十
二
代

将
軍
・
足
利
義
睛
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
将
軍

家
や
公
家
と
親
密
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た

。

ま
た
、
戦
国
の
世
に
あ
っ
て
す
ぐ
れ
た
文
人
で

あ
り
、
和
歌
・
連
歌
を
は
じ
め
太
鼓
・
謡
曲
・
乱

舞
・
禅
・
料
理
・
茶
道
・
書
道
・
鞠
・
有
職
故
実
に

い
た
る
ま
で
、
多
彩
な
才
能
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た

。な
か
で
も
三
条
西
実
技
か
ら
歌
道

の
奥
義
を
許
さ
れ
た

「古
今
和
歌
集

」の
秘

事
口
伝
の
伝
承
者
（
古
今
伝
授
）
で
あ
り
、
そ

の
廃
絶
を
後
陽
成
天
皇
が
一量
慮
さ
れ
た
こ
と

が
、一龍
城
の
際
の
一
勅
命
講
和
に
つ
な
が
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す

。
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関
ヶ
原
の
前
暗
戦
と
な
っ
た
田
辺
籠
城

。

天
白
王

御
一

効
命
で
西
軍
の
包
囲
が
解
か
れ
た
理
由
と
は
。

全
国
の
大
名
が
東
軍
・
德
川
家
康
方
と
、

西
軍
・
石
田
三
成
方
に
分
か
れ
て
戦
つ
た

関
ヶ
原
の
合
戦

。
そ
の
お
よ
そ
2
か
月
前

に
起
こ
っ
た
の
が
舞
鶴
・
田
辺
城
で
の
一龍

城
戦
で
し
た

。
徳
川
方
に
つ
い
た
細
川

忠
興
制
圧
を
め
ざ
し
、
石
田
三
成
の
命

お
よ
そ
1
か
月
半
に
わ
た
る

一龍
城
戦
は

勝
利
は
お
ろ
か
援
軍
の
見
込
み
も
な
く
、

落
城
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
す

。
し

か
し
、

田
辺
城
制
圧
に
参
加
し
て
い
た
西

軍
の
諸
将
の
中
に
は
、

幽
斎
を
歌
道
の

舞
鶴
は
、
江
戸
時
代
か
ら
北
前
船
の
寄
港
地
と
し

て
発
展
を
遂
げ
た
、
古
く
か
ら
の
港
ま
ち
で
す

。

と
く
に
町
の
西
側
を
流
れ
る
高
野
川
河
口
に
位

置
す
る
竹
屋
町
は
大
商
人
が
多
く
居
住
し
、一潘
内

の
商
品
流
通
を
全
国
の
市
場
へ
と
結
び
つ
け
る
、

い
わ
ゆ
る
交
易
拠
点
に
な
っ
て
ぃ
ま
し
た

。竹
屋

町
周
辺
に
は

「在
通
い

」と
呼
ば
れ
る
行
商
兼
仲

介
の
ほ
か

「丹
度
通
い

」「丹
波
・
若
州
産
物
売
買

」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
人
が
行
き
来
し
て
い
ま
し

た

。ま
た
高
野
川
， :

ハ［
:一い

に
は
各
地
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
産
物
を
保
管
す
る
蔵
や
倉
庫
が
あ
り
ま
し

た

。こ
う
し
た
倉
庫

群
が
高
野
川
に
沿
つ

て
、
今
も
建
ち
並
び
、

か
つ
て
北
前
船
で
栄

え
た
当
時
の
面
影
を

今
に
残
し
て
い
ま
す

。

高野川倉庫群

師
と
し
て
崇
拝
す
る
者
が
少
な
く
な
く
、

を
受
け
た
一
万
五
千
の
軍
勢
が
田
辺
城
に

城
を
攻
め
落
と
す
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ

攻
め
込
み
ま
す

。
こ
の
時
、

忠
興
は
東

り
ま
し
た

。
そ
こ
へ
後
陽
成
天
皇
の
効
命

城
下
町
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
古
い
お
寺
や
神
社
が
い
っ
ば
い
。

軍
の
会
津
攻
め
に
参
加
し
て
い
て
不
在

。

他
に
も
戦
線
を
構
え
て
ぃ
た
細
川
軍
は
、

忠
興
の
父
・
幽
斎
率
い
る
わ
ず
か
五
百
人

の
軍
勢
で
こ
れ
を
迎
え
撃
た
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た

。
圧
倒
的
不
利

。
そ
の
状

況
で
幽
斎
が
と
っ
た
戦
術
は

「一龍
城

」
で

し
た

。

が
届
け
ら
れ
ま
す

。
後
陽
成
天
皇
は
歌

道
の
達
人
で
あ
る
幽
斎
の
討
死
・一・一?一百
一一一一・一一一一一一

し
た
の
で
し
た

。
天
皇
の

:

勅
命
と
あ
っ
て

西
軍
は
た
だ
ち
に
包
囲
を
解
き
、
お
よ
そ

1
か
月
半
に
わ
た
る
一一龍
城
が
幕
を
下
ろ
し

た
の
で
し
た

。

現
在
、
人
口
約
10
万
人
以
上
の
都

市
の
お
よ
そ
半
分
以
上
は
城
下
町

を
起
源
と
し
て
ぃ
ま
す

。し
か
し
、

戦
災
や
都
市
開
発
な
ど
に
よ
り
、

往
時
を
倨
ぶ
こ
と
の
で
き
る
城
下

町
は
少
な
く
な
っ
て
ぉ
り
、
舞
鶴

の
風
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち
な
み
は
、

そ
れ
自
体
が
魅
力
な
の
で
す

。

図や梵鐘を贈りました,空町時代に一翁雄仙によって

創建,中国の文化に影響を受けた諸堂が建ち並ぶ境

内は、里国情結にあふれ、魅力的です,,

0間い合わせ/0773-75-0168

細川幽斎像 (天授庵所蔵)

桂林寺
細川幽斎のため田辺籠城戦に参戦。
仏温築図や梵鐘を与究られた。
桂林寺は曹洞宗中本山のキ単寺,田辺龍城の際、桂林

寺の僧侶・大;異和尚は、幽斎の長年にわたる思顧に応

えるべく、弟子14人を引き連れ、決死の覚悟で幽斎の

軍に志願します。のちにこの1ll;11功に対し、忠興は仏、1星築

朝代神社 円隆寺
西層673年創建といわれる古社で 奈良時代、行基が創建した寺で

吉原の太刀振が行われる 独創的な建築様式を有する
創建は古く、西暦673年,以来、舞鶴の歴史を見守つて 西地区、愛者山のふもとにたたずむ寺院。奈良時代に

きました。禁ネLでは4年に一度行われる吉原の太刀振や神楽 行基により建立されたと伝えられています。丹後大仏といわれ

などを奉納,現在でも人々の信イilを多く集めています, る阿弥陀如来などの重要な文化財も多く伝えています,,

〇間い合わせ/0773 -75-0132 0問い合わせ/0773-75-1193
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1
9
0
8
（
明
治
41
）年
に
海
軍
で
誕
生

し
た
「海
軍
割
京
（か
っ
ぼ
う
）術
参
考
書

」

が
、1
0
0
年
の
時
を
超
え
て
舞
鶴
で
復

刻

。そ
も
そ
も

「海
軍
割
一一E一術
参
考
書

」

と
は
旧
日
本
海
軍
が
調
理
の
担
当
隊
員

を
育
成
す
る
た
め
に
編
さ
ん
し
た
教
科

書

。お
寿
司
や
潰
け
物
な
ど
の
日
本
食
か

ら
、
当
時
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
か
っ
た
洋

食
・
洋
菓
子
ま
で
、お
よ
そ
2
0
0
種
類

も
の
調
理
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

。な

ぜ
舞
鶴
で
復
刻
さ
れ
た
の
か

。実
は
原
本

が
舞
鶴
海
上
自
衛
隊
第
4
術
科
学
校
に

の
み
大
切
に
保
存
さ
れ
、長
年
人
々
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
で
す

。

も
う
一
つ
全
国
に
唯
一

、
舞
鶴
に
残
る
海

軍
の
料
理
教
科
書
が
あ
り
ま
す

。そ
れ
が

「海
軍
厨
業
管
理
教
科
書

」。こ
の
な
か
に

「甘
煮

」と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、今

で
は
家
庭
料
理
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー

の
ひ

と
っ
と
し
て
万
人
に
愛
さ
れ
て
い
る

「肉

じ
ゃ

が

」で
す

。

舞
鶴
に
伝
わ
る

「肉
じ
ゃ
が
誕
生
物
語

」を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う

。

明
治
34
年
、
舞
鶴
海
軍
一組
手
府
初
代
司

令
長
官
と
し
て
赴
任
し
た
東
郷
平
八
郎

が
、イ
ギ
リ
ス
で
食
べ
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
の

味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
部
下
に
命
じ
て
っ
く

ら
せ
た
の
で
す
が
、
ワ
イ
ン
も
デ
ミ
グ
ラ
ス

ソ
ー
ス
も
な
く
、
醤
油
と
一一一一糖
で
味
付
け

し
た
の
が
肉
じ
ゃ
が
の
ル
ー
ツ
に
な
っ
た
、と

い
う
も
の
で
す
。

逸
話
の
も
と
に
な
っ
た
「シ
チ
ュ
ー
ド
ビ
I

フ

」や
海
軍
か
ら
広
ま
っ
た
「カ
レ
イ
ラ
イ

ス
」な
ど
が
記
さ
れ
た

「海
軍
割
京
術
参

考
書

」と
「海
軍
厨
業
管
理
教
科
書

」は
、

当
時
の
食
文
化
を
今
に
残
す
貴
重
な
遺

産
で
も
ぁ
る
の
で
す

。

全 市 い
国 民 ち
で の 早
唯 手 く
一 に 洋
現 よ 食
存 り 文
す 復 化
る 刻 が= さ 根

基基
建 海 舞
目 軍 鶴
理 割 で

?考重i 考
:圭:
日_
と

國aail■ll

i.書一 ゛
C

e - ,

l . -
メ

S a
、 .フ -

1l

〇ロールケーキ割;ll義術 「海軍割意術参考書」より

材料は、、業l卵、在?糖、麦粉である。鶏卵375gにつき、

石9、糖300g 、麦粉225gの割合で使用する。卵は白
身と黄身に分け、白身は充分に泡立てておく。黄身

に砂糖を混ぜ、麦粉と共に泡立てた白身の中に入

れ、泡が消えないように静かに混ぜる。ローストパン

に新聞紙のようなものを敷きその中に材料を入れ、オ

ーブンで蒸し焼きにする。この時、上面があまり焦げ

ないように注意する。もし焦げそうなときは、新聞紙等

で覆う。

?震一 a ・ , ・
1: 1、  _ 、 ',、at S . a ' a '

有 f- a e ,,i,,-. a . .

s=8購 _ 理 翻 .. 無l
? a. , n・,, . .,. 細a

. . -' a 、. 'S海

◎まぃづる肉じゃが割烹術 「海軍購管理教科書」より

材料は、ジャガイモ、玉ねぎ、人参、,1l11こんにゃく、牛

肉、グリーンピースである。鍋を火にかけ、充分に熱く

なったら、ごま油を入れる。3分後、牛肉を入れて炒め

る。7分後、石9、糖を入れて水分が出るまで炒め続け

る。10分後、しょうゆを入れて個煮のように黒<なるま

で炒める。14分後、水切りをしたジャガイモ、人参、系

こんにゃくを入れてひと混せ'してから、ひたひたになる

まで水を注く 。31分後、玉ねぎを入れる。34分後、容

器に盛りつけてグリー ンピースをちらせば出来上がり。

明
治
の
ノ、
イ
力
ラ
メ

ユ
l

に
チ
ヤ
レ
ン
ン
l1

〇ヵレイ(カレー)ライス割烹術「海軍割京術参考書」より

材料は、牛肉(鶏肉)、人参、玉ねぎ、馬鈴薯、塩、カレー

粉、麦粉、米である。米は洗つてぉく。牛肉1鶏肉)、玉ね

ぎ、人参、馬鈴薯は、四角に書の目のように細かく切る。
牛脂を引いたフライパンに麦粉を入れ狐色になるまで

煎り、カレ一粉を入れてスープで薄ト口ロのように溶かし

、肉野業を煎つて入れる。(馬鈴薯は、人参、玉ねぎがほ

とんど煮えたら入れる)弱火にかけ煮込み、味は塩で調

える。米は、スー プで央kきI[ILに盛る。この時、チャツネを

添えて出す。

スプーンやフォークなど

の道具の使い方、テー

ブルマナ ー が 細 か に

記載されている,

当時の言葉を分かりやす<現代語
訳した復刻版の海軍割烹術参考
書。1冊50 0円で市販されている。
,〇問い合わせ/赤れんが2号様

カフェJAZZ
0773-63-7177

西洋料理の部では基本的なスープの

つ<り方から、高度なメニューまでバラ工

ティ豊かに紹介.
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収
穫
の
時
期
は
、

4
月
～

6
月
で
、
肉
厚
で
う
ま
み

が
凝
縮
さ
れ
た

「丹
後
と

り
貝
@

」が
地
一
兀

舞
鶴
で
楽

し
め
る
ほ
か
、

京
都
府
-li--

協
等
を
通
じ
て
全
国
各
地

に
発
送
さ
れ
て
ぃ
ま
す

。

（地
域
団
体
商
標
登
録
第

5
2
8
4
8
0
8
号
）

の
メ
ニ
ュ
ー

「舞
鶴

岩
が
き
井

」
が
人
気

を
集
め
て
い
ま
す

。

舞
鶴
を
訪
れ
た
ら
一

度
は
食
べ
て
お
き
た

い
名
物
料
理
で
す

。

冬
季
は

「か
き
井

」が

楽
し
め
ま
す

。

京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
1
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
大
型
の

ト
リ
ガ
イ
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
、

卵
か
ら
成
貝
ま
で

育
て
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た

。セ
ン
タ
ー

で
生
産
さ
れ
た
約

四
十
万
個
の
ト
リ
ガ
イ
稚
貝
を
舞
鶴
湾
に
浮
か
ぶ
育
成
イ
力
ダ

に
受
け
入
れ
て
ぃ
ま
す

。舞
鶴
湾
は
ト
リ
ガ
イ
の
餌
と
な
る

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
で
、
1
年
で
出
荷
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す

。

◎
舞
鶴
岩
が
き
丼
・
か
き
丼

海
の
ミ
ル
ク
〟

と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
栄
養
が
豊
富
な
岩

が
き

。舞
鶴
で
は
こ
の
岩
が
き
と
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
と

い
う
ふ
た
つ
の
名
産
品
を
費
沢
に
使
用
し
た
夏
限
定

◎
丹
後
と
り
貝
e

0間い合わせ/舞鶴かまぼこ協同組合

登 体 い か た 一' 弾 フ

f 標精毒 要 お;、

て 登 と こ の  あ あ

;、 垂 し と 空 l産・ 昌 'i
第 地 し で , 學 . な

1 0 フi或?tjtl'
0 フ 控 品 li? シ
ii:位?? 表書 、コを で  . ン

5 ド ゆ e の 徴

z ii, る 1言 恵 手 il
i 域 ぎ 峰 ま 。 し
に 団 な の れ  た

0773-75-0865

深 が の 舞
い 生 独 鶴
旨 み 自 な
味 出 の ら
と す 手 で
ソ 奥 法 は

◆味と品質へのこだわりと工夫

【新鮮な原料】

◎
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
a

「舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
@

」は
、近
海
で
と
れ
た
鮮
魚
の
す
り

身
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、職
人
の
技
と
熱
い
思
い
を
一

枚
一
?
一一一に込
め
て
丁
寧
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す

。

日
本
海
を
臨
む
舞
鶴
は
、海
の
幸
の
宝
庫
。

近海でとれた鮮魚(シ口グチ、工ソ、トビウオ等)を一匹一匹、人の手で丁寧に下処理し
過度なフ」,、晒しを避け、魚本来の味を引き出した生すり身を4割以上使用しています。

【伝続の製法】
特有のコシをだすために、①すゎり(約46℃で25分̃40分)、②本蒸し(約88℃̃95℃
で25分̃40分)という舞鶴独自の2段蒸し上げ方法を採用。造り置きせず、造つたその
日に出荷しています。

【安心安全・保存料無添加l
保存料は一切使用してぉりません。
舞鶴かまばこ協同組合の研究空で高度な検査に合格した良質な原料のみ使用し、製
品の高い品質を維持しています。

0 0
子
や
内
子
を
持
ち
、

独
特

の
味
覚
が
味
わ
え
ま
す

。

（地
域
団
体
商
標
登
録
第

5
5
0
5
4
1
3
号
）

舞鶴のさかな提供店

京
都
府
内
の
8
割
の
水
産
物
を
取
り
扱
う

舞
鶴
は
京
都
一
の
「さ
か
な
の
街

」で
す
。

◎
舞
鶴
か
に
o

丹
後
半
島
沖
は
全
国
で
も
知
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
が
に
の
漁
場

。

そ
こ
で
と
れ
る
上
質
の
ズ
ワ
イ
力゙
二

、

「舞
鶴
か
に
@

」
は
そ
の

姿
や
味
の
良
さ
、
高
級
感
か
ら

″
冬
の
味
覚
の
王
様
〟

と
呼
ば

れ
て
ぃ
ま
す

。ま
た
意
外
と
知
ら
れ
て
ぃ
な
い
の
が
ズ
ワ
イ
ガ

二

の
メ
ス
「コ
ッ

ぺ
ガ

こ
。オ
ス
に
比
べ
小
ぶ
り
な
も
の
の
、
外

舞鶴のさかな提供店は、お客様の満足度を高めるために、

◎舞鶴のさかなを提供する

〇提供する舞鶴のさかなについて、分かりやすく表示されている

◎提供するさかなについて店員が説明できる ____
など飲食店で9つ、 小売店で7つの

登録基準を満たしたお店です。

配 l・'l- -
回

舞鶴市水産協会HP
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豪
華
キ
ャ
ス
ト
と
迫
力
の
映
像
で
描
く
若
き
兵
士
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
。

戦
後
60
年
（
終
戦
）を
記
念
し
て
制
作
さ
れ

へ
連
れ
て
行
つ
て
欲
し
ぃ
と
・一一一一師
た
ち
に
頼
み

た
映
画
で
、
戦
艦
大
和
の
乗
組
員
の
生
き
様

ま
す

。水
上
特
攻
時
に
大
和
の
乗
組
員
と
し

を
描
い
て
い
ま
す

。鹿
児
島
の
:一一'

-

一崎
一一一一一港
を

て
乗
艦
し
て
い
た
神
尾
は
彼
女
が
自
分
の
恩

訪
れ
た
真
貴
子
は
、大
和
が
沈
、一一又
し
た
地
点

人
で
あ
っ
た
内
田
兵
曹
の
養
女
で
あ
る
事
を

-

l
）

，

l日丸山小学被 、 -' ' ' V - - - ' - - '-

________________________________
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て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
が

-

、

、

ロ

-

破
減
に
向
力
う
中

平
一r
-一一
．・へ
の
礎

-

を
築
く
た
め
に
苦
悩
し
、身
を
挺

-

し
た
人
々
の
」一一一 :

絶
-±
絶
な
ド
ラ
マ
を
描

-

い
て
ぃ
ま
す

。

-

舞
鶴
で
は
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
を
は

--

じ
め
、
東
郷
邸
や
砲
台
跡
、
旧
北

-

吸
争
水
場
配
水
池
な
ど
、多
く
の

-

シ
ー
ン
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
-

舞
鶴
の
当
時
のe

0

囲
気
を
残
す

-

様
々
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
作
品
に

--

臨
場
感
を
添
え
て
ぃ
ま
す

。

-

日本の THE

EMPEROR I N A u(- u ST

いちばん長い日

戦
後
70
年
を
迎
え
る
今

、伝
え
た
い
。

-

(2015年公開)

画 音 反 守 議 国 く す ず 連 日 太
す 放 対 る を 民 な ま 、 日 本 平

1 送 す ? 動 を 力、 基 :資 1望 基, 洋

こ 率品 資 t 李諾 花 長 器、 9、 等
1産 ti し表 ?、 書 しi1 器 要毒t 益

は く 督 童 品 陛 と 生 理 要 量 ?
器望 ク 真 再 書 王 阿 空 投 考事j
事 ;, 資 方 器、 断 産言書 i 獲' 資 5
に タ 校 、  を 軍 。 事 結  年一 l ら 終 議 拝  、が 態 論 て
案1_ _を は 戦 を し 言 :渦 は は ?j ?
っ 計 玉 に 見 閣 、 巻 ま 出 。 。________________
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ニワトリは八ダシだ (2。。4年公開)

吉原入江

舞鶴警察署東庁舎

._-- 1.

蛇島

吉原・水無月神社 水協食堂

舞
鶴
の
養
護
学
校
中
学
部
3
年
生
の
勇
（サ

ム
）
は
重
度
の
知
的
障
害
を
も
ち
な
が
ら

も
人
な
み
外
れ
た
記
憶
力
を
持
つ
て
い
ま
し

た

。父
母
は
サ
ム
の
教
育
方
針
を
め
ぐ
っ
て

対
立
。母
は
小
学
生
の
妹
・
千
春
（チ
ャ
ル
）を

連
れ
別
居
中
で
し
た

。

そ
ん
な
あ
る
日
、サ
ム
と
チ
ャ
ル
が
暴
力
団
に

拉
致
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

。養
護
学
校
で
サ

ム
を
担
任
す
る
直
子
が
2
人
の
行
方
を
追

う
の
で
す
が
-
。

こ
の
映
画
の
撮
影
は
舞
鶴
引
揚
記
念
館
で

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。主
人
公
サ
ム
の
家
の
撮
影

で
は
、吉
原
の
空
き
家
に
美
術
担
当
ス
タ
ッ

フ
が
手
を
加
え
て
リ
フ
ォ
ー
ム
。生
活
感
あ

ふ
れ
る
家
庭
の
シ
ー
ン
を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
演
出

し
て
ぃ
ま
す

。ほ
か
に
も
水
協
食
堂
や
舞
鶴

警
察
一者
東
庁
舎
な
ど
、
舞
鶴
全
域
が
巨
大
ス

テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す

。

舞
鶴
全
域
を
舞
台
に

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
親
と
子
の

愛
情
物
語
。

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I
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日本板確子社宅

舞鶴赤れんがパーク

田井漁港

、、・
、.、

田井漁港

職
う
理
由
は

、

g
:

未
来
に
あ
る

1
。

田

-

g
-

明
治
・
大
正
の
激
動
の
時
代
を
舞

-

台
に
、名
も
な
き
一
青
年
か
ら
身
を

-

興
し
、
や
が
て
戦
後
の
日
本
に
大

--

き
な
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
大
事

-

業
を
成
し
遂
げ
て
ぃ
く
主
人
公
・

-

国
岡
鐵
造
の
姿
を
描
い
た
本
作

。

-

主
要
燃
料
が
石
炭
だ
っ
た
当
時
か

-

ら
、石
油
の
将
来
性
を
予
見
し
て

--

い
た
若
き
日
の
鐵
造
は
、
北
九
州
、

-

門
司
で
石
油
業
に
の
り
だ
し
ま
す

-

が
、
国
内
の
販
売
業
者
や

欧
米
の

-

石
油
会
社
（石
油
メ

ジ
ャ
ー
）
な
ど

-

の
、
様
々
な
壁
が
た
ち
ふ
さ
が
り
ま

-

o

-

す

そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
な
い
鐵
造

-

は
、型
破
り
な
発
想
と
行
動
で
自

-

ら
の
進
む
道
を
切
り
開
い
て
ぃ
き

-

ま
す

。

-

こ
の
作
品
は
、
北
近
畿
で
大
規
模

-

s

、

、

、

-

ロ
ケ
力

敢
行
さ
れ

今
な
お
残
る

-

昭
和
の
風
情
や
、
風
光
明
据
な
景

-

観
の
中
で
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し

-

た

。舞
鶴
市
で
は
、田
井
漁
港
や
舞

-

鶴
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
な
ど
で
ロ
ケ
が

--

行
わ
れ
数
々
の
重
要
な
シ
ー

ン
で

-

そ
の
姿
を
見
る
事
が
で
き
ま
す

。

----
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舞鶴・神時
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大浦地区
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東地区

あなたは、
どのシーンを、

歩き ますか。
◆lil;



季 節 の 歌 を 、  ま ち の 色 影 を 、  愉 し む 「ツ バ キ」 3月中旬一月中旬 舞鶴自然文化園

タムシ 八 ニ・イコプン1 3月下旬̃4月上旬 建部山

舞鶴の 歳時fi
M cl i z u r u  c i t y  c1 c o r n p e n d i u m  o f  s e a s o n  w o r d s

3月

舞 鶴 自 然 文 1 l ;:園 ツ パ キ ま つ  り

(3月中旬̃4月中旬)

約 1.500種3万本のツバキ園では、 日

本 椿 ・ 洋 種 椿 な ど 、 色 あ ざ や か な ッ バ

キが春を彩ります,カメリアハウ スでは、

貴重な原種 ・ 唐椿等を観賞することがで

きます,

5月

松1尾 i;i・ - 卯 月/、日 のfム舞

(5月8日)

きらびやかな出立の l1 体の仏たちが

雅楽に合わせて舞う 「印月八日大法

要」 の伝統行事l国の重要無形民総

文化財1

雄 島 ま い り

(6月1日)

年に一度、冠島に上陸し、漁民の信仰

が厚い老人嶋神社に参拝する行事。 舞

鶴では昔から冠島は神の島とされ、 「雄

島さん」 と呼ばれています。

7月

若狭富士の名で知られる青葉山の

中腹に建つ松尾寺は西国三十三所

第二十九番札所, 国宝普賢延命像

(絵画)をはじめ・lll:慶作の阿i?陀

如来座像など多くの文化財を所蔵

し、春秋の各2ヶ月問境内の宝物殿

で展示公開される,

4月

舞 鶴 つ つ l::: ま つ  り

(4月下句̃5月上句)

東舞鶴公園で開催されるっつじまっり,

市の花でもあるっつじ2万5千本が峡き

そろいます,毎年5月4日には、 さ ま さ

まなイベントも行われます,

舞鶴自然文it園i'ジ サ イ ま つ り

(6月中旬̃7月上旬)

舞鶴湾を望む谷間をひと目10万本の

アジサイ園,観賞デッキからは、青色の

アジサイが峡き誇る「アジサイの海」が

一面に広がります.

海開'き

(7月上旬)

夏の訪れを告げる神崎 ・ 竜宮浜 ・ 野原の3

か所の海水浴場での海開き, 日本海沿岸

の美しぃ海を楽しむことができます。

, み な と 舞鶴・iや っ た ま つ  り
(7月下旬)

舞鶴の方言 「ちゃった ( ̃された1」 から名付けられた夏の訪れを告げるお禁り

夏の夜を彩る舞鶴のお祭り, 舞鶴音頭にのって踊る民話ながしや舞鶴湾に打ち上がる花火に会場は大変

盛り上がります,

i要 l 4月上旬 共楽公園 - 旬崎公園・舞鶴公園

大波街道・与保呂川沿い・自街隊11l1橋

し だ れ i客 4月上旬 瑠璃寺

4月下旬 引場記念館- ツツシ 1 4月下旬一5月上旬 東舞鶴公園-「ア ジ サ イ」 6月中旬̃7月上旬舞鶴自然文化園-「表1l l 9月上旬̃9月下旬多相寺

.率':. 業」 11月中旬 金剛院/五老ヶ岳公圍/舞盤自然文化園

田辺 喊 ま つ  り

(5月下旬)

武者行列や芸屋台、伝統芸能など

お城のまちらしい催しがいっはい

城-F町田辺の歴史と文化を今に伝える

イベント,武者行列がまちをねり歩き、

立ち並ぶ芸屋台では伝続芸能が技露

されるなど、 魅力がぃっばぃです.



8月

城 屋 の 場 松 明

(8月14日)

400年以上前から伝わる伝統行事, 高さ16mの

大松明に小松明を投げ入れ、 勇壮な祭りが始まり

ます,,

府登録 ・ 市指定文化財,

9月

ま い づ る:魚ま つ り

(9月第4日躍日)

舞鶴の海の幸を存分に楽しむ

こ と が で き る イ ベ ン ト , 市 民

参 加 の せ り 市 、 海 鮮 バ ー べ

キュ ー 、 寿 司 卸 売 り な ど が 開

催 さ れ ま す.

1i月

吉 原 の 太 刀 ;振(11月3日)

朝代袖社の祭礼に、 4年に1度奉納される民俗

芸能です. 戦国の武将・細川氏が吉原漁民に伝

投した武道の型を、 今の時代にまで伝えるも

のです,府登録 ,市指定文化財,

吉原のフl i';灯籠

(8月16日)

海神を鎮めるために始まった
1勇用:な盆の火祭り

伊佐津川の河口にかかる大和橋上手の川中からス

タ ー ト す る と い う 珍 し ぃ 火 祭 り , 最 大 幅 5 m に も

なる万灯籠の炎に 漁業の安全を願います, 府登録

文化財.

10月

:地 頭 太 鼓 ・ 大 1 呉 太 鼓

(10月上旬)

源頼光による大江山の鬼退治伝説に

ちなんだお禁り,勇ましぃ和太鼓の

リズムが舞鶴に鳴り響きます,,

市指定文化財,

小 橋 の 精 重 船

(8月15日)

海山高寺にまっられた施職鬼法要の旗やお供物

などが積み込まれた精霊舟, ご先祖さまの御

l霊を海に送りだします, 府登録文化財,

舞鶴 赤れ ん が・'、'ーフ マil ン ン (10月上句)

赤れんがパークからスタートし、 舞鶴湾

を臨む海上自衛隊の航空基地や自衛隊岸

壁に停泊する護衛艦を見ながら走る舞鶴

の魅力を凝縮したハー フマラソンです,

毎年全国から2000名を超えるランナーが

参加しています,

金Jllll!Jl院の紅集・雪l景 色

国の重要文化財である三重增のほか
紅葉や雪景色の美しさも名高い

平安時代初頭に高岳親王が開創したと伝えられる

金剛院, 自然が多く残されており、 四季:折々の景

観を見ることができます,特に秋の紅葉と、冬の

雪景色は美しぃと評判です,

-l ' ル ミ ネー シ ョ ン (4月・ 7月 - 12月)

季節の花や風景とともに美しく幻想l 11な世界をっくり出すイルミネーション,吉田のしだれ桜は4月、 安寿姫塚のアジサイは7月、 赤れんがパークは8月にそれぞれ開1控,されます,

(4月)吉田のしだれ接 11選璃寺 iti指定文化財 (7月)安寿tlS_1象のキャンドルイルミネーション (11月̃2月頃)駅前イルミネー ション
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舞鶴iS、るさと発見館(郷土資料館)
縄文時代に始まり江戸時代の城下町を経て

海軍ゆかりの近代都市の形成に至る舞鶴の
歴史を展示。舞鶴の魅力を集め、まち歩き
の見所情報を提供しています。

青葉山ろく公園
キャンプ場・ログハウス・陶芸館・パターゴルフ場・フィー

ルドアスレチック,バスケットボールや スケー トポー ド
ができる二 ユースポーツ広場等があり、ファミリーが
1日中楽しめる自然あ1ll:、れるレジャ一施設です。

舞鶴自然文化園
国内外の貴重な植物を集めた一年を通して
楽しめる自然豊かな公園。
3万本のツバキ園、 10万本のアジサイ園、紅葉園など、

季節ごとにさまざまな花が見られます,

松尾寺
西国三十三所第29番札所。境内の美しさ、文化財
はもちろん「仏舞」が執り行われる寺として有名。

「まつのおさん」の愛称で知られ、古来馬頭観音の聖地として
広く人々の信仰をあつめて来ました,

お
す
す
め
ス

一w
赤
ツ
ト

多福寺
聖徳太子の弟 ・麻呂子親王か5始まった飛鳥

時代に起源を持つ由緒ある寺院。

大浦半島にある西国薬師重場第30番目の札所,古くから

の貴重な歴史文化財を多く伝えています.

舞鶴iliii、るるフ ァーム
家族みんなで楽しめる、
自然に恵まれたあったか、 ほっこり農園。

農村レストランや石業ピザつくり体験、宿泊コ テ ー ジなど
緑に囲まれた農業公園です.

野原体験漁業施設「しおのめ」
干物づくりなど、 昔 な が らの漁村の暮 ら

しを体験。
豊かな漁場を近くに持つ舞鶴の北・野原. 地元漁師の暮らし
や海について多<知ることができます.

舞鶴かまぽこ手作り体験工房
港まち舞鶴ならではの体験工房。

舞鶴特産のかまぼこ、ちくわ、てんぶら作りの体鉄と試食が
できます,

道の駅舞鶴港とれとれセンター

丹後のブランド産品「舞鶴かに . 」をはじめ新鮮
な海の幸がたっぶり。

舞鶴港で水場げされた海の幸をその場でぉ買い求めいた

だけるほか、その場で食ぺることもできます.

大庄屋上野家
江戸時代のお屋敷で、 ほっこり一息。

建物は、国の登録有形文化財です,書院庭園は、京都府の
指定文化財として登録されています,資料館(無料)もあり、
上野家当主の往時の責重な資料等をご覧いただけます.

地 域 の 室  1 環 境 省 選 定  「 平 成 の 名 水 白 選 」

お お す き  し み す

大杉の清水
ネ:LL」地区にある大 i1神 社 のll司
(ほこら)付 、lf1からわき出る水は 、

日量約2,000トン,古来より、 かん

がい用フ」',1のほか 、 わさびE目や酒米

づくりにも愛用さ ;れ、 近年「、1P0法

人名フl1',1の里1l1;しL」による白然境境の

保全や ll1(を活かした地域おこしが

進められています。

ま な い  し 1il す

真名井の清水
田辺城主 細11幽斎が目本最古 の
上水道の水源として用いたと伝

えられる清水。 「御水11111(おすいど

う )i帯除」など 、 今なお地元自治会

が中心となって保全の取り組みが

行われていて 、 用ll1(路にもかかわ

らず美しい フt辺環境が維持され

ています。



a,1

l ;:li- ?1 ;? l . i 1,1 ,  '1・1 1 , -l- lli ''lf1:- lf 一 期1量[.:.1. _, i ■ lii1願1iii

島 赤 れ ん が パ ー ク 66-1096
無料

喫茶コー ナー あり
9 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0  (夜間利用の場合は22:00) ,2,2 9 ̃,,, 基経 I国

れ ん が 博 物 館

鶴 引 揚 記 念 館

66-1095

68-0836

公園管理・海釣護岸
レストランコニムズデリ68-1663
市水産課66 -1020

(一般)￥300(学生)￥150
2020年4月より400円
団体割引あり※- 1 ※ 4

( 一 般 ) ￥ 3 0 0 ( 学 生 ) ￥ 1 5 0
2020年4月より400円
団体割引あり※1 l11- 4

9 : 0 0̃17 :00 (入館は16:30まで)

9:00̃17:00(入館は16:30まで)

12/29-1/1

毎月第3木曜日(8月と祝日は除く)

12/29̃1/1

毎週水躍日(その日が視日のときは、その望営業日)
年末年始

I国
I国

海 的 護 岸 無料 7 : 00̃18 :00  (季節により変更)

I国レ ス ト ラ ン
工 ム ズ デ  リ

68-1663 11:00̃18:00 (夜間は予約制)
毎追;1l1 l1ll日lその日が祝日のときは、その聖営業日)
年末年始

エ ル ・ マ ー ル
ま い づ る

無料 プラネタリウム鑑賞は有料
(高校生以上)￥200
1小中学生)￥100 ※3

団体割引あり(30名以上2割引)

毎週火・水躍日(祝日のときは翌営業自)
12/29̃1/3

68-1090 9 : 3 0 ̃ 1 7 : 3 0

レストラン 平 日11:00̃15:00

土 IB:00̃21:00

お某子工房 10:00̃17:00

マー ケット 9:00̃16:00

コテー ジ 16:00̃翌日10:00

(翌日レストランこ'利用の場合は11:00)

※要予約

体験については要問い合わせ

活性化センター

8 : 3 0 ̃ 1 7 : 0 0

1l1l1農業法人ふるる

68-0233
市農林課

66-1023

島 ふ る る フ ァ ー ム コテージは有料
火曜日、 年末年始

(詳細はHPをご確認ください) I国

庄 屋  上 野 家
加佐地域農業農村活性化センター

60-8200
資料館(無料)

活性化センター

火・水曜日、年末年始 I国
(4月̃11月)

平日9:00̃19:00(入館は18:30まで)
(4月̃11月)

土日祝日9:00̃21:00(入館は20:30まで)
(12月̃3月)

9:00̃17:00(入館は16:30まで)

老 ス カ イ タ ワ ー 66-2582
(大人一高校生以上)￥200
(小人=小・中学生)￥100 ※2

なし

※ただし、積雪の日1llは休館する場合もぁり I国

辺 城  資 料 館 76-7211
(一般)￥2001学生)￥100
・・市内在性又は市内へ通学の学生は無料

【団体】(一般)￥150(学生)￥70
※団体は20人以上※2 '来・3

9 :00̃17 :00
毎週月曜日(月躍日が祝日の場合は、
その翌々日)及び祝日の理日
12/29̃1/3

l l l ふ る さ と 発 見 館
l l l 土 資 料 館 )

75-8836

(一般)￥100 (学生)￥50
,・市内在住又は市内へ通学の学生は無料

【団体】(一般)￥70(学生)￥30
※団体は20人以上 -来 2 ※ 3

9 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0
毎月第3水曜日

12/29̃1/3 I国
工 観 光 セ ン タ ー

,、づる ぺ イ ・ プ ラ ザ
64-6800 無料 9 :00̃22 :00 12/29̃1/3 I国

【:機橋・記念館】10:0 0 ̃  15:00(土・日・:l1llのみ)

【東郷邸】10:00̃15:00(第1日曜日のみ)
(1月は第2日曜日)

【航空基地 l14 :00̃15:00(土・日・祝のみ)

訓線等の都合により見学できない場合もあるので
事前に要確認,

団体は2週間前までに中込が必要,

衛 隊 構 橋 ・

1 巨 記 念 館 ・ 東 郷 邸

鶴 航 空  基 地 遭平日 點
画 理

海上自衛隊HP

海上自衛隊舞鶴地方総監部

広報係62-2250
無料

多 相 寺

金 剛 院

68-0026

62-1180

￥500(宝物殿拝観)

￥300 (拝観料)

￥500 (宝物殿拝観)

1 4月̃10月) 9 : 0 0 ̃ 1 7 : 00

11 1 月 ̃ 3 月 ) 9 : 0 0 ̃ 1 6 : 0 0

9 :00̃16 :00

なし

なし

松 尾 寺 62-2900 ￥800(宝物殿拝観)
参 拝 8:00̃17:00
宝物殿 9:00̃16:00

宝物殿拝観については、

春と秋に展観

I国
ただし 、 ツ パ キ 園 、

無料 ァジサイ園開催期間中は

(大人1￥500l小人)￥300 ll12
団体割引あり※4

器 自 然 文 化 園
(公財)舞鶴市花と緑の公社

68-1187
1 3 月 ̃ 9 月 ) 9 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0
110月̃2月)9 : 00̃16 : 30

12/29̃1/3

パ タ ー ゴ ル フ
(グラウンドゴルフ)

62-2339
(大人)￥500※2

(小人)￥250※2
9 : 0 0 ̃ 1 7 :00 12月̃2月

グ リ ー ンスポ ー ツ
センター (キャンプ)

青葉山ろく公圍管理棟

64-5454
宿泊料金等 有 料 ※ 2

9 : 0 0̃17 :00
宿'泊利用の場合はお問い合わせ下さい

12月̃2月 I国
陶 芸 館 64-3263

京都府漁業協同組合

大浦支所67-0706

(i)海鮮市場

(さかなセンタ一協同組合事務所)

75-6125

②道の駅

(大人)￥400
(子どもl￥100

9 :00̃17 :00
※臨芸体験料金についてはお間い合わせ下さい

毎過月曜日(月曜日が祝日の場合は、
その翌日)
12/29̃1/3 2月休館あり

毎週土 ・日曜日及び祝業日

〇海鮮市場

毎週水躍日・1/1
(ただし、祝祭日は営業、12月は

無休、他に特別休業日あり)

②道の駅
1/1̃113

I国
原 体 験 演 業 施 設

し お の め 」
干物づくり体験 予約制(夏華は実施なし)

(D海鮮市場

9 : 0 0 ̃ 1 8 : 00

②道の駅
9 : 0 0 ̃ 1 7 :00

I国

島港とれとれセンター 無料 I国
(ふれあぃ情報プラザ1-cafe)
75-9945

鶴 か ま ほ こ
作 り 体 験 工 房

予約;まいづる広域観光公社

77-5400
￥2,000/人

14 :30̃16 :00  定員35名
4日前までに要予約(最少催行人員3名)

12/10̃1/10

(他に臨時休館有り) I国
※1赤れんがi事物館と引場記念館の共通券があります(一般￥400、 学生￥200) ※2障害者手帳をぉ持ちの方は半額 ※3障書者・介添人1名無料 ※4団体(20人以上)大人￥350、小人￥200

●対象 : 原則として10名以上の団体 ● 内 容 :舞鶴市内の添乗ガイド ● 料 金: ガイドの諸経費 (交通費・駐車料金等) として2,000円 (2時間まで) 2時間以上・1日等の場合は要相識



●車
京都から 京都縦貫自動車道、舞鶴若11l1自動車道で約100km

大阪から 中国自動車道、舞鶴若狭自動車道で約130 km
国道176号、173号、27号で約115km

(池田、瑞穂経由)

名古屋から 名神高速道路、北陸自動車道、
舞鶴若狭自動車道で約190Km

●鉄道

京部から

大阪から

敦賀から

山陰本線、舞鶴線で約1時間40分(特急)

京都経由で約2時間20分

小浜線で約2時間

●高速バス
京都から 直通で約1時間50分

大阪(梅田)から 直通で約2時間10分

大阪(なんば)から 直通で約2時間10分
神戸(三宮)から 直通で約2時間

●フェリー

小薄行 所要時間約20時間

交通機関へのお問い合わせ(市外局番0773)
●鉄道

JRに関するお問い合わせはJR西日本お客様センター

TEL 0570-0 0-2486(6:00̃23:00年中無休)
丹鉄西舞鶴駅 -------- 75-8606

●バス
京都交通(舞鶴営業所) 一……… 75-5000
高速バス予約センター -一……… 76-8800

●タクシー

京部タクシー (東舞鶴) ----- 62-1414

(西舞鶴) ----- 75-1414
日交タクシー (東舞鶴) ----・ ・ 6 2-3535

(西舞鶴) ・一一・一一・ 75-1188

●小樽行きフェリー

新日本海フェリー ---一……… 62-3000

●海軍ゆかりの港めぐり遊覧船
舞鶴赤れんがパーク
遊覧船窓口 ----- 090-5978-8711

■団体予約・団体問合せ
合同会社まいづる広域観光公社 一 7 7-5400

●レンタカー

Jネットレンタカー京都北店 -- , , 7 8-2266

オリックスレンタ力一東舞鶴店 一一 64-0039
オリックスレンタ力一西舞鶴店 ・一・ 77-0039
タイムズカーレンタル ー一一一一一 7 6-7026
トヨタレンタリース京都 ----- 75-8100
ニツポンレンタ力一 一一一一一・ ・ 7 7-0919
舞鶴レンタカー -------- 7 5-4917

要
r:1

ハ口一

まいづる観光ステーション TEL.0773-75 -8600 FAX.0773 -75-8602

営業時間 g:0 0 ̃ 1 7:30  jメールinf0@maiZu「u -kank0.net
T624 -0816舞鶴市伊佐津213番地の8

西駅交流センタ 一内[年末年始休]

東舞鶴駅観光案内所 TEL.0773 -65 -21o0
営業時間 9:3 0 ̃ 1 7 :00  FAX .0773 -6 5 -2119[年末年始休]

li

電,i
舞鶴赤れんがパーク TEL .0773-66 -1096
営業時間 9:00̃17:00 〒625 -0080舞鶴市字北吸1039 -2 [年末年始休]

製 作 : 舞鶴市観光振興課 [i!i期lSJ;i]
〒625 -8555舞鶴市字北吸1044番地 i聽出

TEL.0773 -66 -1024 :1j1jl _
FAX ,0773 -6 2 -9891 回・・

スマ ー トフオンアブリ

「アイ コニ ツ ト」の
ダウンロー ドが必要

細l

郵便ポスト か'ii,
情報発信!・la!●
市内190ヶ所の郵便ポストに0
掲示されたQRコードをスマートフォンで

読みとると、観光情報やイぺント情報、

お店のお得情報を見ることができます。
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